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１ 災害の概要

（１）概要［気象庁情報： ９月４日９時00分 現在］

◼ 令和８年７月28日16時27分に発生

◼ 震源地は、熊本県熊本地方でマグニチュード７．１と推定

◼ 最大震度は７を観測（熊本県宇城市、氷川町）

◼ 同日16時29分に津波注意報が発表されたが、その後解除され、

津波による被害は無

◼ 28日16時以降、震度１以上を観測した地震が747回発生

（震度７：１回、震度５弱：5回、震度４：23回、震度３：71回、

震度２：180回、震度１：467回）

9/7更新済み
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１ 災害の概要

（２）被害状況［消防庁情報： ８月31日17時00分 現在］

・
7
日
本
地
図
の
元
デ
ー
タ
を
置
い
て
お
く

・
避
難
者
数
を
ど
う
す
る
か

人的被害 住家被害

死者 重傷 軽傷 全壊 半壊 一部破損

熊本県 38 人 33 人 331 人 1,796棟 3,457棟 30,985 棟

他府県計 ０ 人 １ 人 ３ 人 ０ 棟 ０ 棟 ８ 棟

9/7更新済み
消防庁の更新なし

人的･住家被害とラ
イフラインを同じ
ページに編集

ライフラインのペー
ジは削除

（３）熊本県のライフライン等の状況
復旧状況

水道関係 ８月28日に全ての水道本管の応急復旧が完了

電力関係 ７月31日に全復旧

ガス関係 ８月14日に全復旧
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１ 災害の概要
（４）避難所の状況［熊本県：９月３日14時00分 現在］

・
7
日
本
地
図
の
元
デ
ー
タ
を
置
い
て
お
く

能
登
半
島
地
震
対
応
時
は
記
載
し
て
い
な
い
が
、
要
検
討

・
避
難
者
数
を
ど
う
す
る
か→

記
載
済

・避難所開設数：38カ所（0）
・避難者数：2,000人（-35）

市町村 避難所数 避難者数

熊本市 3カ所（0） 108人（-1）

宇土市 1カ所（0） 89人（0）

宇城市 8カ所（0） 531人（-21）

八代市 16カ所（0） 995人（-13）

氷川町 3カ所（0） 230人（+2）

その他市町村 7カ所（0） 47人（-2）

８月13日第６版より
増減を追記

※（ ）内の数字は前報比
9/7更新済み
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
（１）救護体制［９月７日11時00分 現在］

本社・ブロック 支部名 救護体制

本社 － 第２次救護体制

第６ブロック
（九州・沖縄）

福岡県支部 第３次救護体制

佐賀県支部 第２次救護体制

長崎県支部 第２次救護体制

熊本県支部 第３次救護体制

大分県支部 第２次救護体制

宮崎県支部 第２次救護体制

鹿児島県支部 第２次救護体制

沖縄県支部 第２次救護体制

第１次救護体制：救護担当部門で対応 第２次救護体制：原則全部門で対応
第３次救護体制：全職員で対応

＊本社及び第６ブロック以外の都道府県支部も、救護体制を発令し対応中であること。

９/７更新済み
9/2 福岡県支部
に確認済
9/8の救護班帰着

を以って、福岡は
第２次に引き下げ
る予定とのこと
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２ 日本赤十字社の主な活動状況

救援物資の配布職員・ボランティアの派遣

救護班

延べ149班を派遣

日赤災害医療

コーディネートチーム

延べ61ﾁｰﾑを派遣

支部支援要員等

延べ70人を派遣

毛布・タオルケット

670枚

安眠セット

2,244セット

その他
パーテーションなど

こころのケア班（調整班含む）

延べ33班を派遣

（２）活動の概要［９月７日 現在］

その他、赤十字奉仕団等の赤十字ボラン
ティアが、被災地をはじめ全国で活動中

9/7更新済み
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２ 日本赤十字社の主な活動状況

（３）救護要員の派遣状況［９月７日11時00分現在］

ア 関係機関への要員派遣：派遣延べ人数 29人
派遣元 派遣数※ 派遣先 活動内容 活動期間

熊本県支部 １人 熊本県庁
熊本県災害対策

本部会議
7/28～

※表内の派遣数については現在活動中のものであること

9/7 更新済み

毎日＋１を改め、

対策本部会議の実施回
数×1人に改めた

9/5画像のキャプション
追加

発災当初の熊本県災害対策本部会議（熊本県 熊本市）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
イ 救護班：派遣延べ班数 149班

被災地における保健・医療ニーズのアセスメントや巡回診療の他、被災した医
療機関の支援や災害関連死防止のための取り組み等を行います。

また、必要に応じて避難所の環境改善（段ボールベッドの展開等）のための取
り組みも行います。

9/5構成変更
画像追加

9/7更新済み

熊本県支部災害対策本部でブリーフィングを受ける救護班（熊本県 熊本市）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況

避難所を巡回する救護班（熊本県 宇城市）暑熱環境下で活動を行う救護班（熊本県 宇城市）

被災者の方と向き合う救護班（熊本県 八代市）

9/5構成変更
画像追加
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２ 日本赤十字社の主な活動状況

避難所で様々な支援団体と連携して活動する救護班（熊本県 宇城市）

避難所の環境改善活動を行う救護班（熊本県 宇城市 八代市）

9/5構成変更
画像追加
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２ 日本赤十字社の主な活動状況

（ア）活動中 班数 ８班
派遣先 支部名 派遣元 派遣数 活動期間

八代市
八代市役所

新潟県支部 長岡赤十字病院 1 班 9/5～

奈良県支部 市立奈良病院（協定） 1 班 9/5～

福岡県支部
福岡赤十字病院・今津赤十字病院

（合同班１）
1 班 9/5～

熊本県支部 熊本赤十字病院 1 班 9/7～

宇城市
宇城保健所

徳島県支部
徳島赤十字

ひのみね医療療育センター
1 班 9/5～

長崎県支部 日本赤十字社長崎原爆病院 1 班 9/5～

熊本県支部 熊本赤十字病院 1 班 9/7～

氷川町
氷川町健康センター

愛媛県支部 松山赤十字病院 1 班 9/5～

9/7 更新済み
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
イ 救護班

（イ）＜活動終了＞班数 141班

八代市 ⁺11

宇城市 ⁺11

9/7 更新済み

12報より、活動終了は
表記内容を改めた。

派遣
ブロック

ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

本社 2 班 本社 2 班 日本赤十字社医療センター（2）

１B 10 班

北海道支部 2 班
旭川赤十字病院（１）
釧路赤十字病院（１）

青森県支部 1 班 八戸赤十字病院（１）

岩手県支部 1 班 盛岡赤十字病院（１）

宮城県支部 3 班 仙台赤十字病院（１）、石巻赤十字病院（２）

秋田県支部 1 班 秋田赤十字病院（１）

山形県支部 1 班 北村山公立病院（協定）（１）

福島県支部 1 班 福島赤十字病院（１）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況9/7 更新済み

派遣
ブロック

ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

２Ｂ 21 班

茨城県支部 3 班 水戸赤十字病院（2）、古河赤十字病院（１）

栃木県支部 3 班
芳賀赤十字病院（１）、那須赤十字病院（１）
足利赤十字病院（１）

群馬県支部 2 班 前橋赤十字病院（１）、原町赤十字病院（１）

埼玉県支部 2 班 小川赤十字病院（１）、深谷赤十字病院（１）

千葉県支部 2 班 成田赤十字病院（２）

東京都支部 3 班
武蔵野赤十字病院（１）、大森赤十字病院（１）
東京かつしか赤十字母子医療センター（１）

神奈川県支部 3 班
横浜市立みなと赤十字病院（１）
秦野赤十字病院（１）
相模原赤十字病院（１）

新潟県支部 2 班 長岡赤十字病院（２）

山梨県支部 1 班 山梨赤十字病院（１）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況9/7 更新済み

派遣
ブロック

ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

３B 22 班

富山県支部 2 班 富山赤十字病院（２）

石川県支部 2 班 金沢赤十字病院（２）

福井県支部 2 班 福井赤十字病院（２）

長野県支部 4 班
長野赤十字病院（１）、諏訪赤十字病院（１）
下伊那赤十字病院（１）、飯山赤十字病院（１）

岐阜県支部 2 班 高山赤十字病院（１）、岐阜赤十字病院（１）

静岡県支部 2 班 静岡赤十字病院（１）、浜松赤十字病院（１）

愛知県支部 6 班
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院（３）
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院（３）

三重県支部 2 班 伊勢赤十字病院（２）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況9/7 更新済み

派遣
ブロック

ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

４B 11 班

滋賀県支部 1 班 大津赤十字病院（１）

京都府支部 2 班 京都第二赤十字病院（１）、舞鶴赤十字病院（１）

大阪府支部 3 班 大阪赤十字病院・高槻赤十字病院（合同班３）

兵庫県支部 2 班 姫路赤十字病院（１）、神戸赤十字病院（１）

奈良県支部 1 班 奈良県立医科大学附属病院（協定）（１）

和歌山県支部 2 班 日本赤十字社和歌山医療センター（２）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況9/7 更新済み

派遣
ブロック

ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

５B 23 班

鳥取県支部 2 班 鳥取赤十字病院（２）

島根県支部 3 班 松江赤十字病院（１）、益田赤十字病院（２）

岡山県支部 3 班 岡山赤十字病院（３）

広島県支部 3 班
広島赤十字・原爆病院（１）
庄原赤十字病院（１）
三原赤十字病院（１）

山口県支部 3 班 山口赤十字病院（２）、小野田赤十字病院（１）

徳島県支部 2 班 徳島赤十字病院（２）

香川県支部 3 班 高松赤十字病院（３）

愛媛県支部 2 班 松山赤十字病院（２）

高知県支部 2 班 高知赤十字病院（２）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況9/7 更新済み

派遣
ブロック

ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

６B 52 班

福岡県支部 8 班
福岡赤十字病院（６）、今津赤十字病院（１）
嘉麻赤十字病院（１）

佐賀県支部 4 班 唐津赤十字病院（４）

長崎県支部 4 班
日本赤十字社長崎原爆病院（２）、
日本赤十字社長崎原爆諫早病院（２）

熊本県支部 22 班 熊本赤十字病院（22）

大分県支部 4 班 大分赤十字病院（４）

宮崎県支部 3 班

宮崎大学医学部附属病院（協定）（１）
県立宮崎病院（協定）・県立延岡病院（協定）
（合同班１）
都城市郡医師会病院（協定）（１）

鹿児島県支部 3 班 鹿児島赤十字病院（３）

沖縄県支部 4 班 沖縄赤十字病院（４）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
ウ 日赤災害医療コーディネートチーム：活動数延べ 61チーム

被災地の保健医療ニーズを把握し、関係機関との調整や医療救護に関する
専門的助言を行います。

熊本県庁及び被災地保健医療福祉調整本部におけるコーディネート活動（熊本県 熊本市 八代市）

熊本県支部災害対策本部に
おけるコーディネート活動
（熊本県 熊本市）

9/5構成変更
画像追加

9/7延べ派遣チーム数
更新
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
（ア）活動中 チーム数 ９チーム

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 活動期間

熊本県庁 熊本県支部 熊本赤十字病院 1 チーム 9/7～

熊本県支部 熊本県支部 熊本赤十字病院 1 チーム 9/6～

宇城市
宇城保健所

京都府支部 京都第一赤十字病院 1 チーム 9/2～/7

和歌山県支部
日本赤十字社

和歌山医療センター
1 チーム 9/7～

八代市
八代市役所

富山県支部 富山赤十字病院 1 チーム 9/2～/7

愛知県支部
日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第一病院・名古屋第二病
院（合同チーム１）

1 チーム 9/7～

福岡県支部 福岡赤十字病院 1 チーム 9/7～

長崎県支部 日本赤十字社長崎原爆病院 1 チーム 9/2～/7

氷川町 
氷川町健康センター

広島県支部 広島赤十字・原爆病院 1 チーム 9/4～

9/7 更新済み
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
ウ 日赤災害医療コーディネートチーム

  （イ）＜活動終了＞チーム数 52チーム

7/29～8/4及び
8/3～/7の熊本
HP、正しい日数
か総括班確認中。

判明後、速報にも
反映させる
→12報より活動

終了の記載を改
めるため、データ
ベースのみ更新
要

派遣
ブロック

ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

1B 5チーム

北海道支部 1 チーム
北見赤十字病院・小清水赤十字病院
（合同班１）

青森県支部 1 チーム 八戸赤十字病院（１）

岩手県支部 1 チーム 盛岡赤十字病院（１）

宮城県支部 1 チーム 石巻赤十字病院（１）

福島県支部 1 チーム 福島赤十字病院（１）

9/7 更新済み
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
派遣

ブロック
ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

2B 8チーム

茨城県支部 1 チーム 古河赤十字病院（１）

群馬県支部 1 チーム 前橋赤十字病院（１）

埼玉県支部 2 チーム さいたま赤十字病院（２）

千葉県支部 1 チーム 成田赤十字病院（１）

東京都支部 1 チーム 武蔵野赤十字病院（１）

神奈川県支部 1 チーム 横浜市立みなと赤十字病院（１）

新潟県支部 1 チーム 長岡赤十字病院（１）

9/7 更新済み
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
派遣

ブロック
ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

3B 6 チーム

石川県支部 1 チーム 金沢赤十字病院（１）

長野県支部 1 チーム 安曇野赤十字病院（１）

岐阜県支部 1 チーム 高山赤十字病院（１）

静岡県支部 1 チーム 静岡赤十字病院（１）

愛知県支部 1 チーム
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院
（１）

三重県支部 1 チーム 伊勢赤十字病院（１）

9/7 更新済み
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
派遣

ブロック
ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

4B 6チーム

滋賀県支部 1 チーム 長浜赤十字病院（１）

京都府支部 1 チーム 京都第一赤十字病院（１）

大阪府支部 1 チーム 大阪赤十字病院（１）

兵庫県支部 2 チーム
神戸赤十字病院（１）
姫路赤十字病院（１）

和歌山県支部 1 チーム 日本赤十字社和歌山医療センター（１）

9/7 更新済み
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
派遣

ブロック
ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

5B 7チーム

鳥取県支部 1 チーム 鳥取赤十字病院（１）

岡山県支部 1 チーム 岡山赤十字病院（１）

広島県支部 1 チーム 広島赤十字・原爆病院（１）

徳島県支部 1 チーム 徳島赤十字病院（１）

香川県支部 1 チーム 高松赤十字病院（１）

愛媛県支部 1 チーム 松山赤十字病院（１）

高知県支部 1 チーム 高知赤十字病院（１）

9/7 更新済み
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
派遣

ブロック
ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

6B 20チーム

福岡県支部 1 チーム 福岡赤十字病院（１）

佐賀県支部 1 チーム 唐津赤十字病院（１）

長崎県支部 1 チーム 日本赤十字社長崎原爆病院（１）

熊本県支部 16 チーム 熊本赤十字病院（16）

沖縄県支部 1 チーム 沖縄赤十字病院（１）

9/7 更新済み
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
エ こころのケア班（調整班含む）：活動数延べ 33班

（ア）こころのケア調整班 活動中 班数 ２班

こころのケア活動体制の構築、展開方針の決定、関係機関との調整を行います。

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 活動期間

熊本県支部
本社 日本赤十字社医療センター 1 班 9/2～/7

京都府支部 京都第一赤十字病院 1 班 9/5～

9/7更新済み

こころのケア調整班から活動前の
ブリーフィングを受ける、こころ
ケア班メンバー（熊本県 熊本市）

9/5構成変更
画像追加
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２ 日本赤十字社の主な活動状況

（イ）こころのケア班 活動中 班数 ４班

被災者の方の健康や身近な悩みなどを傾聴することにより、安心感を築いていく

心理的な支援と、ハンドケアや足浴などのリラクセーション、子どもの遊び場の設置、
ストレス対処法の広報活動などの社会的な支援を行います。

エ こころのケア班（調整班含む）

被災者の方のお話に耳を傾けるこころの
ケア要員（熊本県 氷川町）

被災者の方へのリラクセーション実施
（熊本県 氷川町）



27

２ 日本赤十字社の主な活動状況

※ この他に、救護班、日赤災害医療コーディネートチームに帯同しているこころのケア要員が

医療救護活動等に併せてケアを実施している。

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 活動期間

熊本県

兵庫県支部 姫路赤十字病院 1 班 9/6～

高知県支部 高知赤十字病院 1 班 9/4～

福岡県支部 嘉麻赤十字病院 1 班 9/3～/7

佐賀県支部 唐津赤十字病院 1 班 9/7～

（イ）こころのケア班 活動中 班数 ４班
9/7更新済み
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
エ こころのケア班（調整班含む）

（ウ）こころのケア調整班  ＜活動終了＞班数 ９班

9/7 更新済み

12報より活動終了の表
記内容を改めた

派遣
ブロック

ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

本社 ２ 班 本社 2 班 日本赤十字社医療センター（２）

２B １ 班 東京都支部 1 班 東京都支部（１）

３B １ 班 三重県支部 1 班 伊勢赤十字病院（１）

４B １ 班 滋賀県支部 1 班 長浜赤十字病院（１）

５B ４ 班

岡山県支部 2 班 岡山赤十字病院（２）

香川県支部 1 班 高松赤十字病院（１）

高知県支部 1 班 高知赤十字病院（１）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
エ こころのケア班（調整班含む）

（エ）こころのケア班  ＜活動終了＞班数 18班

9/7 更新済み

12報より活動終了の表
記内容を改めた

派遣
ブロック

ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

４Ｂ 6 班

滋賀県支部 1 班 大津赤十字病院（１）

京都府支部 1 班
京都第一赤十字病院・
京都第一赤十字看護専門学校
（合同班１）

大阪府支部 2 班
大阪府支部・大阪赤十字病院
（合同班１）
高槻赤十字病院（１）

兵庫県支部 1 班
兵庫県支部・多可赤十字病院
（合同班１）

和歌山県支部 1 班 日本赤十字社和歌山医療センター（１）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
9/7 更新済み

12報より活動終了の表
記内容を改めた

派遣
ブロック

ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

５Ｂ 6 班

鳥取県支部 1 班 鳥取赤十字病院（１）

島根・岡山県支
部合同

1 班
益田赤十字病院・岡山赤十字病院・
岡山赤十字看護専門学校（合同班１）

岡山・香川・高
知県支部合同

1 班
岡山赤十字病院・高松赤十字病院・
高知赤十字病院（合同班１）

広島県支部 1 班
広島県支部・広島赤十字・原爆病院
三原赤十字病院（合同班１）

山口・愛媛県支
部合同

1 班
山口赤十字病院・松山赤十字病院・
愛媛県赤十字血液センター（合同班１）

徳島県支部 1 班
徳島赤十字ひのみね医療療育センター
（１）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
9/7 更新済み

12報より活動終了の表
記内容を改めた

派遣
ブロック

ブロック
派遣班数

支部名 派遣数 派遣元

６Ｂ 6 班

福岡県支部 2 班

福岡赤十字病院・今津赤十字病院・
嘉麻赤十字病院（合同班１）

福岡県支部・福岡赤十字病院・
今津赤十字病院（合同班１）

長崎・宮崎県支
部合同

1 班
日本赤十字社長崎原爆病院・
宮崎県支部（合同班１）

大分県支部 1 班 大分赤十字病院（１）

鹿児島県支部 1 班 鹿児島赤十字病院（１）

沖縄県支部 1 班
沖縄県支部・沖縄赤十字病院
（合同班１）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
オ 本社初動派遣要員、支部支援要員・広報要員

派遣延べ人数  70人
（ア） 活動中 派遣人数 ７人

派遣先 活動内容 派遣元 派遣数 活動期間

熊本県支部 支部支援

本社

1 人 8/29～9/7

2 人 9/2～9/7

2 人 9/6～

京都府支部 1 人 9/5～

佐賀県支部 1 人 9/4～

9/7更新済み
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
オ 本社初動派遣要員、支部支援要員・広報要員
（イ）＜活動終了＞人数  63人

派遣先 活動内容 派遣元 派遣数

熊本県支部
統括コーディ
ネーター支援

前橋赤十字病院 2 人

さいたま赤十字病院 2 人

本社
福島県支部

前橋赤十字病院
神戸赤十字病院

4 人

本社
石巻赤十字病院

さいたま赤十字病院
金沢赤十字病院

4 人

日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第二病院

京都第一赤十字病院
長浜赤十字病院

3 人

9/7更新済み
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
派遣先 活動内容 派遣元 派遣数

熊本県支部

広報支援 本社 3 人

支部支援

本社 30 人

大阪府支部 1 人

福岡県支部 3 人

佐賀県支部 1 人

長崎県支部 1 人

鹿児島県支部 1 人

沖縄県支部 1 人

義援金業務支援 本社 1 人

ボランティア活動支援 本社 2 人

熊本県支部等 広報業務 本社 4 人

9/7更新済み
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
カ 内閣府との協定に基づく活動
（ア）内閣府調査チーム（※）への職員派遣

派遣延べ人数  ２チーム４人
※被災地において、関係省庁及び被災地方公共団体と緊密な連携をとりつつ、
主に次に掲げる任務にあたるもの。

※内閣府との協定に基づき、日本赤十字社の医師等が同チームに帯同。
※ ・被災地の調査及び被害情報その他の現地情報の収集
※ ・被災地方公共団体が行う災害対応に関する支援

施設名 派遣元 派遣数 派遣先 活動内容 活動期間

本社

本社
日本赤十字社医療センター

１チーム
２人

熊本県庁 災害対応支援 7/28～8/2

本社
日本赤十字社医療センター

１チーム
２人

熊本県庁 災害対応支援 8/2～/9

＜活動終了＞人数 ２チーム４人

9/7現在
更新済み
（変更なし）

9/5構成変更
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
（イ）船舶活用医療

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 活動期間

はくおうⅡ（八代港） 本社 日本赤十字社医療センター １班９人 8/3～/9

内閣府との協定に基づき、船舶を活用した医療が提供される際に日本赤十字社
から救護班（資機材含む）を派遣するもの。 

＜活動終了＞派遣人数 １班９人

令和８年熊本地震では、防衛省手配のフェリー
「はくおうⅡ」で行われた被災者対象の入浴サー
ビスにおいて、乗船者187人に対して検温や問診
などのメディカルチェックを行った（8/5）。台風

接近に伴い当該船舶がしばらく避難・離岸するこ
ととなったため、関係者との調整の結果、地元医
療者等に業務を引き継ぎ、その後は八代市内の避
難所環境整備等に従事した。

9/7更新済み
（元に戻し）

船舶活用医療「はくおうⅡ」内での活動
（熊本県 八代市）
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キ  給水衛生支援
日本赤十字社では海外での震災等に対応するための人材や資機材を整備しており、
そのノウハウを活かし、断水が続く被災地で給水衛生支援事業を行いました。

8/31現在
更新済み
（変更無し）

9/5画像追加

活動内容：避難所への洗濯機、手洗い場設置等の給水支援
活動場所：八代市立第二中学校

機材を設置する熊本赤十字病院所属の
国際救援・開発協力要員（熊本県 八代市）

２ 日本赤十字社の主な活動状況

設置された給水機材及び洗濯機
（熊本県 八代市）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況
（４）救援物資の配布［９月７日11時00分 現在］

9/7現在
更新済み

同じ配布先に関しては統合して配布日順に表示していること。
※宇城学校給食センターは救援物資の集積場所（中継地点としてここから避難所等へ配布）であること。

配布先 安眠セット タオルケット 支部名 配布日

宇城市 宇城学校給食センター
※

700セット 熊本県支部 8/3

240セット 熊本県支部 8/7

下益城郡  美里町役場 100枚 熊本県支部 8/5

八代市  八代総合庁舎 6セット 熊本県支部 8/4

八代市  八代トヨオカ地建アリーナ
（八代市総合体育館）

310セット 熊本県支部 8/4

30セット 熊本県支部 8/22
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２ 日本赤十字社の主な活動状況9/7現在
更新済み
（変更なし） 配布先 安眠セット タオルケット 支部名 配布日

八代市立鏡小学校 60セット 熊本県支部 8/6

八代市日奈久小学校

10セット 熊本県支部 8/9

10セット 10枚 熊本県支部 8/14

八代市立第四中学校 402セット 280枚 熊本県支部 8/3

八代市立鏡中学校 30セット 熊本県支部 8/8

八代市立第八中学校 70セット 熊本県支部 8/9

八代市立第一中学校 40セット 熊本県支部 8/10
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２ 日本赤十字社の主な活動状況9/7現在
更新済み
（変更なし）

配布先 安眠セット タオルケット 支部名 配布日

八代市  太田郷コミュニティセンター 120枚 熊本県支部 8/3

八代市  鏡コミュニティセンター 12セット 150枚 熊本県支部 8/3

八代市八千把コミュニティセンター
72セット 熊本県支部 8/7

60セット 熊本県支部 8/10

八代市  麦島コミュニティセンター 90セット 熊本県支部 8/7

八代市  高田コミュニティセンター 42セット 熊本県支部 8/7

八代市  龍峯コミュニティセンター 24セット 熊本県支部 8/7

八代市  日奈久コミュニティセンター 30セット 熊本県支部 8/9

八代市  宮地コミュニティセンター 6セット 熊本県支部 8/13

【その他】
・パーテーション： ２個（配布先：松橋東防災センター）
・毛布 ： 10枚（配布先：日奈久小学校）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況

救援物資の「安眠セット」とタオルケット 日本赤十字看護大学救護倉庫から救援
物資を搬出する様子（東京都 渋谷区）

8/31

更新済み
（変更なし）

9/5画像追加
→部内確認
の結果、9/7

追加せず、
12報からの

変更なしとす
る
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熊本県支部に到着したボランティア

（熊本県 熊本市）

２ 日本赤十字社の主な活動状況

避難所で救援物資の搬入を行うボランティア
（熊本県 八代市）

（５）赤十字ボランティアの活動
熊本県内では、赤十字奉仕団員等、多くの赤十字ボランティアが救援物資の搬入
や災害ボランティアセンターにて熱中症の予防・啓発活動等を行っています。
また、全国各地の赤十字ボランティアや青少年赤十字メンバー等が、義援金の募
集や救援物資の搬入出の支援活動を行っています。

8/31 更新済み
（変更なし）

9/5画像追加
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２ 日本赤十字社の主な活動状況

赤十字講習指導員であるボランティアが、日頃の講習で培ったノウ
ハウを生かして熱中症予防のポイントを伝える（熊本県 宇土市）

熱中症予防について説明を受けたボランティア（高校生）の皆さん
（熊本県 宇土市）

被災された方々に配布している
熱中症予防に関する啓発チラシ

8/31更新済み
（更新無し）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況

避難所で不要となった段ボールベッドを解体し、清掃を行うボランティア（熊本県 氷川町）

8/31更新済み

街頭で義援金を募集する青年赤十字奉仕団
（佐賀県 佐賀市）

赤十字飛行奉仕団の活動
（熊本県 益城町）
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２ 日本赤十字社の主な活動状況

（６）義援金の受付

皆様方からお寄せいただきました義援金は、被災地の
方々の生活を支援するため、全額を被災地の義援金配分
委員会にお送りいたします。

ア 義援金名 令和８年熊本地震災害義援金
イ 受付期間 令和８年７月31日（金）～令和８年10月30日（金）
ウ 協力方法 日本赤十字社ホームページをご覧ください。

エ 受付状況（令和８年８月21日（金）集計時点）
◎受付金額 3,345,841,272円
◎熊本県義援金配分委員会への送金額 3,345,841,272円

※上記送金後に寄せられた義援金については、熊本県義援金配分
委員会への速やかな送金に向けて順次取り進めて参ります。

※FR課のHP

更新と齟齬が
ないように注
意

8/31更新済み
（変更なし）

https://www.jrc.or.jp/contribute/help/20260731/
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